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まちを、
エレベーターのように。
買い物へ。公民館へ。いつもの暮らしの場所へ。
必要なときに呼び出して、決められた乗降場所の間を移動します。

大分実証：トヨタカローラ大分の試乗車（アルファード）を活用し、
地元住民を送迎しました。

提供写真：ユーザーアプリの流れ。車種・地名・画面は掲載時の例です。

01 呼ぶ
乗る場所・降りる場所・
人数を選ぶ。

02 待つ
車の確定通知と
待つ場所を確認。

03 乗る
迎えの車を確認して乗車。
帰りも改めて呼び出す。

地域の乗降場所をつなぐ乗合サービスです。
運行エリア・日時・料金・利用条件は、地域の案内をご確認ください。
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場所と人数を選び、
「OK」で依頼。
地域の案内するLINEなどから、利用画面を開きます。
初回の登録方法は、地域の案内をご確認ください。

01 乗降場所・人数を選ぶ

地図で乗る場所、降りる場所を選び、
一緒に乗る人数を入力します。

02 内容を確認して依頼

出発・到着・人数を確認。
正しければ「OK」を押します。

画面例：グリーンプラザ → 看護科学大学・1人。地名やボタン表記は提供版によって異なります。
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迎えの車と、
待つ場所を確かめる。
依頼したら、車が決まったことを確認。
待つ場所を写真で確かめてから、乗降場所へ向かいます。

03 車の確定通知を見る

「車が確定しました！」を確認。
迎えの車の写真・車両名を確かめます。

04 乗降場所を写真で確認

周辺の建物や目印を確かめ、
指定した乗降場所で待ちます。

車の確定通知は、車が到着したというお知らせではありません。
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いつもの移動も、
困ったときも。
よく使う経路は、次から選びやすく。帰りも改めて呼び出します。

お気に入り・履歴

よく使う経路を登録。
次回は経路を選び、
内容を確認して依頼。

帰りは「入替」

出発と到着を入れ替え、
内容を確認して依頼。
帰りは自動予約されません。

待つ場所の確認

停留所の写真で、
周囲の目印を確認。
不明なときは運営窓口へ。

乗らなくなったら？

画面のキャンセル表示と地域のルールを確認し、取り
消し操作または運営窓口への連絡を行います。

車が来ない・会えないときは？

乗降場所と確定した車両を再確認。解決しないときは
運営窓口へ連絡します。

スマホ操作が難しいときは？

電話受付などの利用支援は地域によって異なります。
運営窓口へご相談ください。

車いす・大きな荷物は？

利用できる車両や介助の範囲を、呼び出す前に運営窓
口へ確認してください。

この地域のご利用案内 配布する運営者が記入

運行日・時間 料金・利用条件

運営窓口・電話 最寄りの乗降場所

掲載画面は資料提供時の例です。地域の最新の運行案内・操作方法をご確認ください。
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運転する人のためにROLE / ドライバーの役割

安全な一便を、

迷わずつなぐ。
呼び出しを受け、迎えに行き、降車を確認する。

アプリの案内と、目の前のお客さまの安全をつなぎます。

画面の操作は、必ず安全な場所に停車してから。

ドライバー画面の掲載例。青系の乗降アイコンと「運行確定」の順序を確認します。

運行前の準備

3つを選んで、ログイン。

運行エリア → ドライバー → 運行車両

運営者から案内されたドライバー用ページを、

PC・タブレットのブラウザで開きます。

車両と担当者の選択が正しいことを、出発前に確認します。

役割は、受付から降車までを確実につなぐこと。 通知だけで乗車・降車の確認を済ませないでください。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.3–9・18・22–24 ／ 安全上の注意は運用補足。

MOBILITY DESIGN LAB　/　2026.09.13 ドライバー用 01 / 04

https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view
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運転する人のためにHOW TO / 基本の運行手順

呼び出しから降車まで、

この順番で。
ボタンを押すタイミングは、実際の運行に合わせます。

操作を先回りせず、「到着した」「降りた」を確認します。

01 呼び出しを引き受ける

「処理待ち」の停留所名をタップ。

引き受けた呼び出しは「運行確定」へ移ります。
「処理待ち」の例

02 表示の順序を確認する

「運行確定」を左から順に確認。

引き受けた呼び出しは、巡回順に自動で並び替えられます。
左から右へ

03 着いたら「到着通知」

乗車場所で安全に停車し、停留所ボタンをタップ。「到着通知」を押し

ます。

乗る方・人数・行き先を確認してご案内します。 到着した場所で操作

04 降りたことを見て「降車」

目的地で安全に停車。お客さまの降車を確認してから、目的地のボタ

ンを開き「降車」を押します。
確認後に「降車」

水色：乗車する場所 紺色：降車する場所

「通知済」は、到着を知らせた印です。

乗車したことの確認とは別です。アプリの表示と、実際の乗客の状態を必ず合わせてください。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.6–19・27–30 ／ 乗車時の確認は運用補足。
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https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view
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運転する人のためにEXCEPTIONS / 満車・不在・通信不良

困ったときは、

状況で押し分ける。
満車と不在は、同じ理由ではありません。

操作の意味を知ってから、実際の状況に合うボタンを選びます。

乗車場所の操作画面。「通知」と「キャンセル」を押し分けます。

到着した 「到着通知」

到着を利用者に知らせます。利用者が見当たらないときは再通知できます。待機時間は運営者のルー

ルに従います。

満車など 「乗せられない」

満車などで対応できない場合に、引き受けをキャンセルします。利用者への案内と、その後の対応を

管理者と確認してください。

利用者が不在 「乗せる人がいない」

乗車場所に利用者がいない場合の操作です。呼び出しが削除されるため、場所の確認・到着通知・所

定の待機を行ってから判断します。

通信・表示に問題があるとき

勝手に完了扱いにしない。

安全に停車し、管理者へ連絡。

乗客の有無・場所・未完了の依頼を伝え、重複処理を防ぎ

ます。

利用者と会えないとき

停留所と車両を再確認。

到着場所が正しいか確認します。

走行中に連絡や画面操作をしないでください。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.12–15・29 ／ 待機・連絡方法は運営者が定める事項。
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https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view
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SERVICE & OPERATION CATALOG 02 ドライバー用

運転する人のためにCHECK / 画面の見方と安全確認

始める前と、終わる前。

確認を習慣にする。
運行は、画面操作だけでは完結しません。

車両・乗客・記録・連絡を、ひと続きで確認します。

画面を読む

「受付」は全体。

「処理待ち」は優先の依頼。

「受付」には、呼び出しからの経過時間が表示されます。元マニュアルでは3

分で黄色、5分で赤色になります。

色の変化は確認の目安で、到着時間の保証ではありません。実際の設定は運営者に確認し

てください。
受付表示の例

出発前

□ 体調と必要な安全確認・車両点検

□ 車両・担当者・運行エリアの選択

□ 通信・電源・端末固定・位置表示

□ 乗降場所と管理者の連絡先

終了前

□ 車内に残っている方がいない

□ 未完了の依頼が残っていない

□ 忘れ物・異常・気づきを報告

□ 運営ルールに従いサインアウト

便利な設定も、停車中に。

設定画面では、音声案内、現在位置表示、地図の回転、管理者との通話などを扱います。提供状況・端末設定は運営

者に確認してください。

運行中の連絡先

管理者・電話

通信不良時の連絡方法

不在時の待機ルール

運営者が記入。事故・体調急変などは、安全確保を優先し、所定の緊急対応手順に従います。

本冊子はアプリ操作の補助資料です。運行管理・点検・酒気帯び確認・乗降介助などの安全教育を代替しません。

資料 D：ドライバーマニュアル_1019.pdf p.25–31 ／ チェック項目は運用補足。
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https://drive.google.com/file/d/1Xfkuzca-zvqp7UsT5Wg1DMRkBAyxrd8V/view


MOBILITY
DESIGN LAB

横のエレベーター

SERVICE & OPERATION CATALOG 03 管理者用

運営する人のためにROLE / 管理者の役割

運行を見える化し、

地域の移動を支える。
運営者が案内する管理用ページを、PCのブラウザで開きます。

利用者の呼び出しと車両の対応を、まとめて確認できます。

稼働表示画面

元マニュアル掲載の表示例。数値・車両情報は現在の実績ではありません。

管理画面は、現場を支える道具です。 運行の安全判断や、利用者への説明を自動で代行するものではありません。

資料 A：管理用アプリ.pdf p.4–13 ／ 改善・安全判断の説明は運用補足。
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運行を見る

車両の位置・待ち状況を

ひとつの画面で確認。

1 実績を残す

日報・月報にまとめ、

PDFに出力。

2 運用を良くする

データと現場の声を

照らし合わせて見直す。

3

https://drive.google.com/file/d/1zhby9kauNCRerEo6rYXKZycWvaWgfmaN/view
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運営する人のためにLIVE / 稼働表示の見方

いまの状況を、

3つの視点で確かめる。
呼び出し状況、車両情報、地図。

数字を単独で見ず、現場の状態と結びつけて判断します。

01 / 呼び出し状況

「いまの待ち」と

「今日の実績」を分けて見る。

待ちオーダー・待ち人数は現在の状況。

本日の乗車人数・平均／最大待ち時間などは、当日の集計です。

現在の待ち人数が多くても、理由は画面だけではわかりません。車両の状況と合わせて確認

します。

平均値だけでなく、最大値も確認。

長く待った人が埋もれていないかを見ます。

02 / 車両情報

引き受け件数と、乗車中の人数を確認。

オーダー

現在引き受けている件数

乗車

現在乗車している人数

通話

対象車両と連絡

03 / 地図と合わせて、次の対応を判断する。

車両位置・待ち人数・車両別の状況を照合し、必要なときはドライバーへ確認します。位置や表示が更新されない場

合も、現場への確認を優先します。

資料 A：管理用アプリ.pdf p.5–8 ／ 対応の判断手順は運用補足。
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https://drive.google.com/file/d/1zhby9kauNCRerEo6rYXKZycWvaWgfmaN/view
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SERVICE & OPERATION CATALOG 03 管理者用

運営する人のためにREPORT / 日報・月報の使い方

実績を、

日報・月報に。
報告に使うデータは4種類。

何を見るためのデータかを決めてから、帳票を確認します。

帳票画面で操作

対象の日付・月を選び、

更新して「PDFに出力」。 掲載画面は日報の日付指定例

01 車両データ

呼び出し件数、延べ乗車人数、

キャンセル、稼働時間、走行距離などを確認します。

見ること：車両ごとの使われ方

02 時間データ

待ち時間

呼び出し → 到着

乗車時間

乗車 → 降車

平均・最大・最小を確認。

長く待つケースや、長い乗車を見つける材料にします。

見ること：利用者の時間負担

03 時間帯別件数

利用が多い時間帯・少ない時間帯を確認します。

見ること：いつ需要が集まるか

04 乗降場所別件数

乗る場所と降りる場所を分けて、利用の偏りを確認しま

す。

見ること：どこが使われているか

画面は元資料の掲載例です。数値は実績・性能の説明には用いていません。 時間データの画像は項目名を抜粋していま

す。

資料 A：管理用アプリ.pdf p.9–13 ／ 「見ること」は活用例。
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https://drive.google.com/file/d/1zhby9kauNCRerEo6rYXKZycWvaWgfmaN/view
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運営する人のためにIMPROVE / 運用へのつなげ方

数を集めて終わらず、

次の運行を良くする。
アプリの数字と、利用者・ドライバーの声を合わせる。

改善することを決め、次の運行で確かめます。

乗車人数

延べ人数。

実利用者数とは別。

稼働時間

ONLINEの累計時間。

走行時間とは別。

キャンセル

件数だけで判断せず、

理由を現場で補足。

01 待ち時間が長い 時間帯・車両配置・乗降場所・運行手順のどこに原因があるか、現場と確認します。

02 キャンセルが多い 満車、不在、操作の誤りなどを分けて記録し、案内や待機ルールを見直します。

03 利用が少ない 需要がないと決めつけず、「知らない」「使えない」「行き先が合わない」を聞き分けま

す。

運営を始める前に決めること

運行と責任

責任者／運行体制／乗降場所

対象者／日時／料金／休止判断

連絡と例外対応

利用者窓口／電話受付の有無

満車・不在・障害・緊急時の対応

データと権限

閲覧できる人／保存・共有範囲

個人情報の取り扱い／報告方法

本番環境の確認

アプリの提供版／端末・通信

担当者の教育／テスト運行

「何人乗ったか」の先も、別に記録する。

買い物や通院を実現できたか。外出が増えたか。運営費を誰が負担し、続けられるか。これらは現場の聞き取り・費

用記録で補います。

管理用の元マニュアルには「作成途中」と明記されています。本冊子は掲載済み機能の説明で、現在の本番環境の動作保証ではありません。配車設

定の変更、費用・成果の自動分析など、未確認の機能は含めていません。

資料 A：管理用アプリ.pdf p.1・7–13 ／ 原因確認・改善・事前準備は運用提案。
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